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サステナブルファッションの推進
- これからのファッションを持続可能に -

環境省「ファッションと環境」タスクフォース
環境省 環境再生・資源循環局 資源循環課

田川 怜

2025.9.12 第1回資源循環自治体フォーラム 第二部

本日皆さまにお伝えしたいこと

1

１ 我が国における繊維製品の資源循環の現状

２ 繊維製品の資源循環を促進するための課題

３ 資源循環における我々の役割と今後の対応
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１ 我が国における繊維製品の資源循環の現状

２ 繊維製品の資源循環を促進するための課題

３ 資源循環における我々の役割と今後の対応

衣服が作られてから廃棄されるまでの一生

3 ファッション産業のサプライチェーンは長い



ファッション産業が環境に与える影響
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➢ 過去15年間で、衣料品の生
産は約2倍

➢ 繊維生産（綿花栽培を含
む）は年間約930億立方
メートルの水を使用

➢ 2015年、繊維生産からの
温室効果ガス（GHG）排出
量は合計12億トンのCO2に
相当、すべての国際線と海
運を合わせたものを上回る

➢ 世界の工業用水汚染の20％
は、繊維の染色と処理に起
因

➢ 洗濯中に放出された約50万トンのマイクロファイバーが、毎年海洋に流出
➢ 材料はほとんど埋め立て地に送られるか、焼却され、新しい衣料品にリサイクル
されるのは1％未満で、毎年1,000億米ドル以上の材料が失われている

➢ 衣類の活用不足とリサイクルの欠如により、毎年5,000億米ドル以上の価値が失
われている

Source： Ellen MacArthur Foundation (2017), A New Textiles Economy: Redesigning fashion’s future

https://www.ellenmacarthurfoundation.org/assets/downloads/publications/A-New-Textiles-Economy_Full-

Report.pdf

我が国の繊維産業における市場規模、生産量の推移

出典：令和５年11月10日 産業構造審議会製造産業部会繊維産業小委員会
資料3-2「繊維産業の現状と国内外のサステナビリティをめぐる動向等を踏まえた取組の方向性について（事務局）」
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国内供給量の推移、輸入浸透率

出典：令和５年11月10日 産業構造審議会製造産業部会繊維産業小委員会
資料3-2「繊維産業の現状と国内外のサステナビリティをめぐる動向等を踏まえた取組の方向性について（事務局）」
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国内市場における衣料品の小売価格の推移

出典：令和５年11月10日 産業構造審議会製造産業部会繊維産業小委員会
資料3-2「繊維産業の現状と国内外のサステナビリティをめぐる動向等を踏まえた取組の方向性について（事務局）」
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我が国の繊維産業の現状

出典：令和５年１月20日 第１回 繊維製品における資源循環システム検討会 資料３ 繊維製品の資源循環システムをめぐる現状と課題 （事務局）
8

⚫繊維産業は、エネルギーや水等の使用による環境負荷が大きいとの指摘もあり、ファッションにおけ
るサステナビリティに対する関心が高まっている。

⚫他方、我が国の繊維企業が企画・製造する繊維製品は、海外拠点での生産の割合が高く、我が
国への輸入の他、欧州等の第三国への輸出も多く、国際展開によって産業競争力を維持してきた。

⚫今後、我が国の繊維産業が、グローバルに産業競争力を維持・強化していくためには、環境負荷
の低減や人権への配慮等が不可欠。

（出典）検討会第2回資料２ 17ページ（右）
経済産業省「アパレル・サプライチェーン研究会報告書」（左）

継続層

実行層

準備層

関心層

無関心層

非認知

【サステナブルファッションの認知と関心】

関心が

ある

【我が国の繊維産業企業の現地法人での売上高の内訳と海外進出状
況】

繊維製品におけるサステナビリティ推進の動き

出典：令和５年９月28日 繊維製品における資源循環システム検討会報告書概要
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⚫現在（2022年）、年間約73万トンの衣類が使用後に手放され、手放された衣類の約35％が
リユース（17％）、自動車の内装材や産業用ウエスといった産業資材等へ利用（18％）され
ているが、残り（約65％）は廃棄されている状況。

⚫衣料品を長く着るための衣料品の補修サービスや古着市場でのリユース、新たな価値を付与する
アップサイクルなどの取組が進展。衣料品を原材料とした産業用資材等への利用についても、新た
な活用方法を模索しているところ。

⚫こうした既存の取組を支援しつつ、衣料品の廃棄量を低減させていくことが重要。

国内の繊維産業企業による資源循環の取組
（右上）株式会社オンワード樫山の取組（出典：第2回検討会資料４）
（右下）倉敷紡績株式会社の取組（出典：第1回検討会資料７）

2022年版 衣類のマテリアルフロー
（出典：環境省 令和4年度循環型ファッションの推進方策に関する調査業務）

我が国における繊維製品の資源循環の現状
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出典：令和５年９月28日 繊維製品における資源循環システム検討会報告書概要

⚫他方、衣料価値の低下等による古着ニーズの減少や、国内工場の減少による産業用途としての需
要の増加も見込めない中で、故衣料品の廃棄量の削減には、新たな需要が必要。

⚫従来、リサイクル繊維は廃ペットボトルを再生利用したものが主流だったが、再生ペットボトル原料と
しての需要増加に伴い、繊維原料に再生される廃ペットボトルは減少。

⚫故衣料品を原料とした繊維から繊維への水平リサイクル（繊維to繊維リサイクル）を推進するこ
とで、国内の故衣料品の廃棄量削減や、原材料調達・廃棄で発生する二酸化炭素排出量を削
減し、環境負荷の低減を目指す。

（出典）検討会第2回資料２（左）、日本容器包装リサイクル協会HP（https://www.jcpra.or.jp/recycle/related_data/tabid/501/index.php#Tab501） （右）

国内に供給される衣料品のライフサイクルCO2排出量 廃ペットボトルのリサイクル用途別販売実績の経年推移（2022年）

←繊維to繊維リサイクルが削減に寄与→

※図表における廃ペットボトルは自治体回収によって集められたものの総数であり、
事業者等における回収により収集された分を含まない。

繊維から繊維の水平リサイクル推進の必要性
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出典：令和５年９月28日 繊維製品における資源循環システム検討会報告書概要



本日皆さまにお伝えしたいこと
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１ 我が国における繊維製品の資源循環の現状

２ 繊維製品の資源循環を促進するための課題

３ 資源循環における我々の役割と今後の対応

衣類のマテリアルフロー（2024年版）

◼衣類の国内新規供給量は計82.2万トン。

◼その約７割に相当する計55.8万トンが、事業所及び家庭から手放され、未利用で廃棄されている

82.2万トン

55.8万トン
（内、家庭からの廃棄は

50.6万トン）

（注）本フローは、2024年時点で把握可能な最新データを用いて作成
されており、「2024年に作成されたフロー」という位置づけである。必ずしも、
2024年時点の実情が反映されたものでない点に注意が必要である。
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出典：環境省 令和６年度循環型ファッションの推進方策に関する調査



多くの関心を集めるサステナブルファッション！
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出典：環境省 令和4年度循環型ファッションの推進方策に関する調査

具体的な取組を行って６ヵ月以上である 3.0%

具体的な取組を行って６ヵ月未満である 0.7%

関心があり、ここ１ヶ月以内にできることは実行したい 3.2%

関心はあるが、日常生活の中で具体的な行動は起こしていない 29.2%

知っていたが全く関心はない 16.0%

（アンケートに回答するまで）サステナブルファッションを知らなかった 47.9%

継続層

衣服を処分するときに、回収しやすくする

何がサステナブルなファッションなのか、
どう対応すればよいのか、分かりやすく
情報発信する

安く買い、流行のシーズンが終わったら処分
するサイクルを見直す

衣服のリペアやリユースをもっと
利用しやすくする

ファッションに関係する企業が、生産工程で
環境問題にどう配慮しているかの情報が
分かるようにする

サステナブルな衣服の商品数をもっと
増やし選択しやすくする

商品の環境負荷や環境配慮に関する情報が、
購入時に分かるようにする

消費者の好みや体型等のデータに応じた
衣服の個別受注・生産システムを導入する

あてはまるものはない

 サステナブルファッションの認知
は半数以上(52.1％)
 関心がある層は36.1％で、認知者
の約７割
 実行している層は3.7%
 解決に必要な事は、「衣服処分時
の回収のしやすさ」「情報発信」

継続層

実行層

準備層

関心層

無関心層

非認知

【サステナブルファッションの解決に必要と思うアクション】
複数回答

【サステナブルファッションの認知と関心】

関心が

ある

衣類回収の３ルート
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①行政回収、②集団回収、③店頭回収

①行政回収

• 全国1,741市区町村のうち、997市区町村（57.2%）で布類の収集を行っ
ており、人口比では64%

• 700市区町村（5,040万人）ではステーション式の収集

• 収集による自治体の回収量は130,814t

集められた衣類は入札等により古着・古布の回収・再利用の事業者である故繊
維業者に引き取られる

②集団回収

• 自治町会、子ども会などの住民親睦団体が、家庭から出る古紙・缶・布類・び
んなどの資源を持ち寄り、自分達で契約した回収業者に引き渡す自主的な資
源リサイクル活動

• 布類は直接あるいは間接的に故繊維業者が回収

• 報奨金等により支援している自治体もあり、自治体が把握されている衣類の回
収量は60,744t



衣類回収の３ルート
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③店頭回収

• 衣類を販売している事業者がその店頭で回収を行うもの

• 回収を始めたきっかけは、

①顧客の来店を促す

②環境意識の高まり

③企業の責務

• 手法については、常時実施か期間限定か、全店舗か一部店舗か、回収ボック
ス設置の有無、下取りクーポンやポイントの発行の有無、自社製品限定か否か
など多様

• 回収された衣類は、自社でリユースする事業者もあるが、大半は故繊維事業
者などの外部パートナーに輸送され、再利用や燃料化

• 外部パートナーへの輸送費、回収ボックスの設置費、ポイント付与などを行って
いればその経費、人員配置を行えば人件費などが必要となり、事業者が負担

繊維リサイクルの現状
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５０％

２０％

３０％



手放された衣類の素材別割合（行政回収）
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出典：環境省調査（ナカノ株式会社協力）古着古布選別割合データ（店頭回収）調査期間：2022年12年7日～2023年1月13日 計20日間

調査量：3479kg 神奈川・東京・静岡の行政回収品から単一素材、２種素材、３種素材をそれぞれ調査、４種以上は一括り

➢ 自治体等が回収している衣料のうち、単一素材は約27％、２種素材は約28％、３種素材は
約19％、４種以上は約25％

繊維再利用の課題
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•大量生産と低価格化によりリユース価値が低下

•ウエスや反毛の需要が低下

➢従来の仕組みでは規模拡大が望めない状況

➢市町村が回収するにも行き先がない

• リサイクルの技術開発は進みつつある
✓ マテリアルリサイクル（コットン、ダウン、ウール）
✓ ケミカルリサイクル（ポリエステル、ナイロン）

•衣類は混紡品が多く、ファスナーやボタン等の副資材を含めると複数
の異なる素材が用いられていることから、リサイクル可能な衣類は限
定的

➢選別技術・リサイクル技術の高度化

➢リサイクルを前提として川上から川下まで、共通の配慮事項（環境
配慮設計）が必要



本日皆さまにお伝えしたいこと
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１ 我が国における繊維製品の資源循環の現状

２ 繊維製品の資源循環を促進するための課題

３ 資源循環における我々の役割と今後の対応

循環型ファッションのシステムの構築に向けた検討

生活者が手軽に衣類を回収に出しやすい環境づくりに加え、衣類を適切に循環さ
せるシステムを構築することを目指し、実態把握および取組の方向性に関する検
討を実施。大きく３つの論点について検討を進めている。

論点①

循環の可視化

• 衣類のマテリアルフ
ローの精緻化に向けた
検討

• 定期的なモニタリング
など、マテリアルフ
ローの活用に向けた検
討

論点②

受け皿の整備

• 自治体による衣類回収
の実態の把握

• 故繊維事業者による衣
類回収・リユース・リ
サイクルの実態の把握

• 衣類の資源循環に係る
実態・課題を踏まえ、
回収した衣類の受け皿
の整備に向けた検討

論点③

使用済衣類の回収量の
増加

• 使用済衣類回収のシス
テム構築に向けた取組
の方向性

• 回収量増加に向けた阻
害要因の把握

21



京都市における資源回収の様子 アパレル企業における店頭回収の一例（青山商事、ライトオン）

回収に関する課題と取組の方向性

22

出典：令和５年９月28日 繊維製品における資源循環システム検討会報告書概要

回収された故衣料品の選別の様子 複合素材繊維の分離プロセスの一例

分別・繊維再生に関する課題と取組の方向性
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出典：令和５年９月28日 繊維製品における資源循環システム検討会報告書概要



分解したダウンジャケット

環境配慮設計の一例（東和株式会社） アパレル企業等によるリサイクル繊維表示の一例（アダストリア、しまむら）

設計・製造、販売に関する課題と取組の方向性

24

出典：令和５年９月28日 繊維製品における資源循環システム検討会報告書概要

サステナブルファッションのイメージ

リサイクル
技術の高度化

気軽に出せる
回収の仕組み

地域内循環

適量購入

リペア・アップサイクル

長期保証

サブスク

古着・フリマ

環境負荷の把握・産出
・カーボンフットプリント
・水消費量
・労働環境 etc

環境配慮製品
の選択

・環境負荷表示
・リサイクル素材
表示 25



サステナブルファッションHP

⚫ 2022年に環境省サステナブルファッションHPを作成し、2025年に改修。
⚫ 政府のHPらしさのない、わかりやすく、親しみやすく、おしゃれなサイトとし

ている。企業・自治体・国民どなたが見ても欲しい情報が手に入るような仕様。
⚫ HPの中では、生活者の５つのアクションを紹介。

環境省_サステナブルファッションHP
26

５つのアクション
1. 今持っている服を長く
大切に着る

2. リユースを楽しむ
3. 先のことを考えて買う
4. 作られ方を見る
5. 服を資源として再生利
用する

ファッションをサステナブルに

27

➢ ファッション産業は、暮らしを豊かに彩り、
価値を創造し、時代を作るもの

➢ 問題は「大量生産・大量消費・大量廃棄」

➢ 生活者・企業・自治体のコミュニケーションと、
個々ではなく、それぞれの協働がカギ

➢ 環境負荷の見える化、回収の仕組みづくりなどで
自治体を交えたライフスタイルシフトを後押し

➢ 資源循環自治体フォーラムという「全国」での議論が
サステナブルファッションを推進



WEBページ開設

https://www.env.go.jp/policy/sustainable_fashion/

もっと詳しく知りたい方はこちら ▼

28
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1

大阪府豊中市における
子ども服リユース「おゆずりぐるり」の
取組みについて

2025年9月12日

資源循環自治体フォーラム 第二部事例紹介

NPO法人とよなか市民環境会議アジェンダ21 廣田 学

2

大阪府豊中市
 位置：大阪市の北側に隣接
 市域：東西6km、南北10.3km

海抜1～134m
 人口：約40万人（約17万世帯）
 規模：中核市（2012年移行）
 特徴：市内全域が市街化区域
 鉄道：阪急電鉄、北大阪急行電鉄、
             大阪モノレール
 道路：名神高速道路、中国自動車道、

阪神高速道路
 兄弟都市：沖縄市
 有名：千里ニュータウン

大阪国際空港（伊丹空港）
夏の全国高等野球大会発祥の地
高校ラグビー発祥の地

市章 マチカネワニ



当団体について
【経過】
 2002年に設立、2003年にNPO法人化
 とよなか市民環境会議（1996年発足・豊中市長が会長）に参

加した市民が自立して組織化
 豊中市と協働し、とよなか市民環境会議が策定した市民・事

業者・行政の行動計画「豊中アジェンダ21」を推進

【活動】
 市民のボランティアが部会ごとに参加
 全体活動＋4つの部会・4つのプロジェクトで活動
 豊中市立環境交流センターも運営（指定管理者）

【概要】
 会員数：個人115人・団体29団体（2024年度）
 職員数：事務局職員5人（常勤4人・非常勤1人）
 経常収益（収入）：約3,200万円（2025年度予算） 3

子ども服リユースの経過
【2016年度頃～】
 豊中市が市立こども園で子ども服を回収し、イベントで配布
 同時期に子ども服の配布をする子育て団体も存在

【2019年度～】
 環境交流センターで子ども服を回収（期間限定）

【2021年度】
 豊中市がアーバンイノベーション事業で子ども服の連携団

体を募集（（一社）ソーシャルギルドが応募・採択）

【2023年度】
 市内の実施団体・豊中市で子ども服の意見交換会を開始
 環境交流センターとソーシャルギルドで子ども服のイベント

【2024年度】
 当団体が応募主体として環境省のモデル事業に応募・採択

4



意見交換会（2023年度）での議論

5

【課題等】
 地域や施設でバラバラに取組みを行っている
 市民団体は子ども服の保管場所が課題
 市とも関わりがあることを見える化したい

【解決策】
 取組みの名称を「おゆずりぐるり」に統一する
 市が保管している子ども服の提供を受ける
 行政・市民団体ともに共通で使用できる画像を作成
 のぼり旗を作成し、同じものを掲げていく
 公共施設の運営をしている当団体が、

 行政と市民団体の間をつないでいく

環境省モデル事業の取組み

6

【回収・配布の対象】
 各家庭に眠っている70～160cmの子ども服

※下着、くつ下、シミ・汚れのあるものなどは対象外

【応募時の課題】
 いつでもおゆずりできる常設拠点の拡充
 常設拠点を円滑に運営する市民（コーディネーター）の存在
 110cm以上のサイズの子ども服の不足

【主な取組み】
 常設拠点での回収・配布（新規開設を含む）
 イベントの実施、スーパー等での回収
 小学校でのモデル実施（環境学習、子ども服の回収）
 シミ・汚れのある子ども服を使った回収ボックスの作成
 ボランティア体験会の実施と登録、手引きの作成
 リーフレット等の制作・配布、SNS等での情報発信

令和６年度
使用済衣類回収の

システム構築に関する
モデル実証事業



7

環境交流センターの常設拠点

コープ桜塚での回収

環境省モデル事業の取組み イベントでの配布

8

ボランティア体験会の実施

回収ボックスの制作

小学校での回収

環境省モデル事業の取組み



環境省モデル事業の取組み

9リーフレットに掲載した2024年度の常設拠点

環境省モデル事業の成果
【事業全体の目標と結果】
（当初）子ども服10,000枚の回収と配布、参加人数12,000人
（結果）回収16,912枚、回収11,844枚、参加人数3,540人

 ボランティア登録25人（うち常設拠点の対応2人）

【効果検証】
 回収・配布した子ども服による資源化可能な繊維類の削減

資源化可能な繊維類の削減の0.23％に寄与（916人分）
 回収・配布した子ども服によるCO2排出量の削減

家庭部門のCO2の0.043％の削減に寄与（171人分）
 配布した子ども服による家計の支援の効果

590万円相当（概算）の経済効果
 子ども服リユースにおける満足度（アンケート）

93％以上が「満足」「どちらかというと満足」を選択
 子ども服リユースにおける環境意識の向上（アンケート）

参加者の3人に1人以上が「環境意識が高まった」と回答10

実施期間：2024年6月21日～12月20日



環境省モデル事業の成果
【効果検証】
 リユース困難な子ども服

混入割合 3.8％（16,494枚中633枚）

【A】回収ボックスに活用
8割近くが製品として利活用、（コスト）1kgあたり約6,000円

【B】洗濯の試行実施
1/3程度が配布可能、（コスト）配布可1枚あたり約470円

※表のうち87枚はモデル事業以前の回収分 11

内容 枚数
【A】 回収ボックスに活用（野畑図書館） 135枚

【B】

シミ・汚れコーナーで配布（一部のイベント） 32枚
洗濯の試行実施 ※ 246枚
通常の配布に戻すもの 3枚

洗濯に至らないもの（日焼け・破れなど） ※ 102枚

未実施（後半回収分） 202枚
合計 720枚
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京都市の取組（サステナブルファッションの推進等）

京都市環境政策局地球温暖化対策室

1

１. 脱炭素ライフスタイル推進事業

事業の位置づけについて

⚫ 2050年の京都における脱炭素社会と将来世代が夢を描ける豊かな社会を同時に実現するため、市民、

事業者及び学識者等で構成する「京都発脱炭素ライフスタイル推進チーム～2050京創ミーティング

～」を令和3年9月に発足。 

⚫ 共有すべき脱炭素ライフスタイルのビジョンの策定や市民の実践すべき行動例（アクション）を示す

⚫ アクションを市民が実践しやすい仕掛けとして、企業等と連携してプロジェクトを創出

→ 市民のライフスタイル転換を目指す

⚫ これまで、20のプロジェクトを創出

⚫ 京都市公式ＨＰ『2050MAGAZINE』で、京都で起きている様々な脱炭素の変化を発信！

⚫ また、2025年からは、より多くの企業等が参画し、「脱炭素×○○」な取組が広がるように、「2050

京創プラットフォーム」をスタート！
2



3

ライフスタイル転換の仕掛けづくり（プロジェクト創出実証）

⚫参画する企業等が中心となり、京都市と連携し、市民の皆様が実践しやすい仕掛け（プロジェク

ト）を創出・実証。

⚫２年の実証・支援 ⇒ ビジネスとして社会実装を目指す！

実証に進んでいるプロジェクト

産地を巡る循環ツアー 学生寮断熱ワークショップ

四条通をサステナブルなシンボルへ脱炭素ツーリズムHUB 生ごみ堆肥の回収＆講座＆京都祭コインCOMO

環境負荷の見える化プロジェクト

１. 脱炭素ライフスタイル推進事業

事業の背景と目的

⚫ ファッション産業は環境負荷が大きいことから「ファッションロス」として社会課題に
⚫ 京創ミーティングで啓発する市民が実践するアクションとして「古着の利用」「長く大切に着る」
「お直し・リメイクファッション」「フリーマーケット、リユースショップの活用」等といった項目を
掲げる

→市民のライフスタイル転換を促す仕掛けとしてプロジェクトを推進
⚫ 京都市はサステナブルなファッション産業への移行を推進することを目的に設立されたジャパン・サステ

ナブル・ファッション・アライアンスのパブリックパートナーに自治体として初めて参画
⚫ 令和4年度に、使用済衣服の回収BOXを設置し市内で循環させるプラットフォーム「RELEASE⇔CATCH」

を構築。令和5年度は、本取組を踏まえ、回収及び循環システムの強化を図る。

京都市域内で【不用品の回収】と【再利用】の輪を広げ、
リデュース、リユース、リサイクルの若者文化を醸成する

4

背景

目的

２.サステナブルファッションの推進に向けた取組
使用済衣服の回収＆循環プロジェクト「RELEASE⇔CATCH」



２.サステナブルファッションの推進に向けた取組
使用済衣服の回収＆循環プロジェクト「RELEASE⇔CATCH」

• 家庭で不要になった衣服を回収、循環させるプ
ラットフォーム「RELEASE⇔CATCH」を立ち上げ

• 使用済衣服の回収BOXを設置
• 回収した衣服は仕分け後、リユース可能な衣服は

値付けし販売

• 使用済衣服の回収と循環を体験できるイベント
として開催

• 会場内での回収BOX設置に加え、回収した使用
済衣服の無料提供を実施

• 高校、大学への回収BOX設置とともに出張授業
等を実施

• 「循環フェス」の実行委員会への学生メンバー
の参画

仕分け体験等を通じた
環境教育の実施

RELEASE⇔CATCH

循環フェス

出張授業等を通した人材育成

5

※ 環境省「令和４年度使用済製品等のリユースに関する自治体モデル実証事業」採択
環境省「令和５年度使用済衣類回収のシステム構築に関するモデル実証事業」採択

・回収BOXの設置（京都市内の常設設置）

回収BOX設置の様子 RELEASE⇔CATCH周知用チラシ

・回収した衣服の活用（京都市内の店舗での販売）

２.サステナブルファッションの推進に向けた取組
使用済衣服の回収＆循環プロジェクト「RELEASE⇔CATCH」



7「循環フェス」チラシ

￥0マーケットの様子

会場の様子

回収コーナーの様子
（運営には学生ボランティアも参加）

ステージイベントの様子

・循環フェス

２.サステナブルファッションの推進に向けた取組
使用済衣服の回収＆循環プロジェクト「RELEASE⇔CATCH」

○ ごみ削減量（kg）
回収量 62,874kg

○ 本取組におけるCO2削減量 1,595.9t- CO2 

・使用済衣服の廃棄に係るCO2の削減量
91.4 t- CO2 ※合成繊維割合63.6%×排出係数2.287(kgCO2/t) × 衣服の回収量(t)

・新規衣服の製造に係るCO2の削減量
1504.5 t- CO2 ※新製品の製造に係るCO2排出量25.5(kg/着) × リユースした衣服量(着) 

定量的効果

回収量
［着数］

リユース量
［着数］

RELEASE⇔CATCH
49,069kg

［約19.6万着］
11,275kg

[約4.5万着] 

循環フェス
（7回開催分）

13,805kg
［約5万着］

3,566kg
［約1.4万着］

計
62,874kg

［約24.6万着］
14,841kg

［約5.9万着］ 8

（R4年9月～R7年4月末時点）

※1着0.25kgとして計算

２.サステナブルファッションの推進に向けた取組
使用済衣服の回収＆循環プロジェクト「RELEASE⇔CATCH」



・事業継続（ビジネス化）に向けた更なる回収量と質の向上
・リユース可能な衣服の質を保ちながら、回収BOX設置等により
回収量を増やす。

・脱炭素に向けた人材育成の更なる推進
・教育現場等におけるサステナブルファッションに関する普及啓発

9

・より高次な資源循環システムの構築
・リサイクル技術を持つ協力事業者の参画拡大
・出口の透明性確保
・アップサイクル等推進

今後の課題

２.サステナブルファッションの推進に向けた取組
使用済衣服の回収＆循環プロジェクト「RELEASE⇔CATCH」

10

３．2050京創プラットフォームへのご案内

多業種間での交流の
機会・場の創出

事業者間の
マッチング支援

新たなビジネスPJの
創出促進

「○○×脱炭素」な取組の広がりから、

・市民生活の豊かさ、

・事業活動の活性化、

・地域のつながり を実現

2050京創プラットフォームは、市民・事業者・行政が交ざり合い、協働・連携していくための場です。

＼登録はこちらから！／
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